
 

 小平町文化交流センター図書室  

 

小平（おびら）町は北海道の北西、日本海側留萌より北に位置した 2550 人ほどの町。

日本海側の町にはかつて栄えたニシン漁による番屋を見かけます。小平町にも 1905（明

治 38）年頃建てられた「旧花田家番屋」が重要文化財として保存され、見学することもで

きます。 

留萌から日本海を北上して羽幌まで羽幌線が走っていましたが、こちらも 1987（昭和

62）年に廃止となります。小平駅はほぼ町の真ん中にあったようです。ちなみに空知の深

川から留萌・増毛への留萌本線も 2026 年 3 月で全線廃止となりました。 

現在は札幌から豊富行き高速バス２時間半ほどで到着します。この沿岸バスによる真冬の

運行は、道内の長距離バスの中でも特にドライバーの腕が試されるルートです。『ドキュメ

ント北海道路線バス』椎橋俊之著、筑摩書房刊行（2025 年発行）で詳細を知ることができ

ます。 

小平中央で下車して歩いて 5 分ほど歩くと、1998 （平成 10）年開館した小平町文化交

流センターに到着します。コンサートなど開催できる多目的ホール、研修室、小平町から産

する白亜紀の化石などを展示するギャラリーがあり、1998 （平成 10）年小平町産のクビ

ナガリュウが発掘。日本で３番目に復元され展示しています。 

そしてセンターの 2 階に約 14000 冊蔵書による図書室が併設しています。恐竜を中心

に、にしん漁や小平町の歴史を集めた郷土資料のコーナーが、入口とカウンターのすぐ近く

に常設していて目に入ります。 

図書室全体児童書がとても充実しています。それほど広くない空間にも関わらず、とても

丁寧に面だし。手に取りやすい雰囲気作りができている印象を持ちました。冷房が入ってい

ないので、扇風機などが数台稼働していました。 

 

小平から留萌、増毛にかけて 1945 （昭和 20）年、樺太からの非武装による引き揚げ船

３隻が旧ソ連の攻撃を受け沈没、大破し 1700 人以上が犠牲になった三船遭難事件を取り

扱った『北緯 44 度浩太の夏 ぼくらは戦争を知らなかった』有島希音著 岩崎書店刊 （2024

年発行）を手に取った時、強い衝撃を受けました。小学 5 年生の浩太が海岸で出会ったお

じいさんから「あんまり海に来るとひっぱれっぞ」と言われたのがきっかけ。実際に起きた

この事件を知ります。同級生、家族、先生、町に住んでいる人々が登場します。この作品で

注目したのはこの事件を「詳しく」知る大人（住民）が少ないということ。あまりに痛まし

い事件なので目を逸らしてきたこと、そして当時を知る者もほとんど亡くなっている。「事

件・事故の風化とは？」を考えさせる作品です。作者は戦争によって人間が狂気になる心理、



その結果目を背きたくなる場面を描いています。北緯 44 度はちょうど小平町付近です。 

 

本書は遠く見える暑寒別岳をはじめ、小平町と細かい町並みが丁寧に描かれ、実際訪れて

ゆっくり拝読するとこの地点かなと想像できます。 

小平はいくつか海水浴場があります。気候によっては開設できず遊泳禁止となる場合もあ

るので、事前に確認してください。また道内各地からサーファーが訪れるサーフポイントも

あります。日本海の荒波は時期を問わず楽しめるようです。 

 

「小平」は首都圏の方であれば、小平（こだいら）市が頭をよぎるかもしれませんね。小

平町と小平市は姉妹都市として締結しており 1978 （昭和 53）年から交流を深めています。 

 

さて、文化交流センターから歩いて 15 分ほどの小平町総合交流ターミナル「ゆったりか

ん」でランチしました。メモには 1200 円としか記載していなくて何を食べたのか。帆立

タコ丼を食べたかったけど食べられなかった記憶だけ残っています。この施設は温泉ホテル

にもなっているので、次回は滞在してみたいです。 

観光交流センターではおびら和牛と小平町産小麦やトマトによる「小平バーガー」を食べ

ることができるようで、こちらも気になります。小平町のメロンは表皮にメロン独特の網目

がないのが特徴です。 
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